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1.7
.;
垂

望

水
に
票

ヨ
巧
遅
産
fE:
弟
薫
も
,JH
と
RJL
っ
て
J
,に
と
こ
ち

､

一ノT環

-
つ
bI･J
.追
い
出
r
r
=
ui
と
か
丁｡J
?,篤
子
を
快
/＼
同
心
つ
て
い

Ltb
/i:

･
tii
71J
う
L
/あ

る
｡
山

口
象
は
小ヨ
時

､
北
浦
適

へ
の
妄
蘭

口
で
市

,;riL立
付

で
繁

昌
L
E
料
亭
て
あ

っ
た
｡
寓
言
の
章
の
皇
軍
一撃
象

〓
主
監
蜜
ul
三

l
r･
Y([･L()'
ア

t,
巧
祖
父
は

五
戸
巧
大

鹿
､
山鳥
頑
直

吉

隼
l",)
き
い
て
い
tii
｡
大
壷
貫
_ま
中
弓
JC
醗
時
雨
こ
辞
し
て
､
旧

等
l閏
'Ye
'
て
い
に
叩

夢
二
r/
介
し
LL
承
藤
橋

で
あ

っ
Lu
.
棋
yJ.q
二
十

八

草
二
司

五
日
の
乗

輿
日
報

巧
記
章

に
､
工

ン
ブ
リ

巧
取
巨

頭

､

薫

,;j
lr警
(
郡

仰
当
出
方
の
芸
名

頭

へ
牛

類

を
ま

っ
て
そ
巧
復
LLT73
'

指
導

､
保
存
を
増
方
l
E
ご
と
が
載

っ
て
い

る
っ
伝
承
妄
昏

巧
ペ
ト

[j
､/
申
1=t塙

に
布

つ
ui
の
だ

ラ

フ
｡

二
JI
/
野
lF
l把
の
粛
南
朝

に
母
上
方
丈

化
の
影
響
が
濃
く
､
須

I.i
逐
奉
汽
の

｢
野
TIJ
杷
賢
盃
記

し
〓

仏
和

巧
へ
じ

､
G
l
宅

)
巧

一

･rTZ
に
よ
石

と
｢
商
売
上
の
交
講
や
京

阪
方

面
巧
流
行

ー
頗
客

-
文

忙
rLb
Jt̂)
も
伝
そ

ら
汁
て
､
歌

､
縦
筈

､
謡

･
軒
罵
伎
･
亮

H
,夫

､

竃
禁
リ
巧
建
国

ぼ
や

し
望

題
辞
の
お
菜
JJが
ゆ

唇
'i
J
も
当
韓

の
石
発

.I
i
/
雪
ハ
d

｡
郎

句
(>
雷
膏
.と
も
二
且
戸
ゐ

u1
リ
こ

も
交
禿

げ
有
り

t

等

]/
太
雷

管
入
日
).L
i謡
や

､
_a
Q
,
し

の
会
を
固

い
E
記
穀
を

し
ぼ

二
･品
轟

て

宕
オ
璽

珊
羊
レ
穏
ば
れ
る
｡
｣
と
誘
り

＼
冬
工
泉
南
が

そ
り

/ヾ

薄
雪
壬
も
っ
て
い
る
っ
こ
)
も
怨
t

y
),寸1
て
い
石
｡

わ
i
J
/
＼

rA
､
亀
箆
管

EI
部
首
孝
之

石
場
合

､
単

に
明

語

句
啓

蒙

門
刷
卑
ぼ
]7
り
T
tTP
く

J
I.TTlltP
百
人
的

面

も
考
え
ち
け
わ
け
を

･lリ
写
.い
｡
五
首

.,<
言
う
J,
に
つ
い
て
塵

ii.
よ
う

が
語

っ
て

い
ち
こ
と

仁
子
上土
L
J
/hL
h
人
的
教
養

に
ほ
相
方

lり
竜

い
｡

五
戸

の
旧
家

.
字
P
宏

の
束
奉
安

､

,t･l海
又

央

在
家

け
緩

薙
ぎ

か
香
′ニ
花
泉

と
与

っ
た

の
で
､
(fI
雷

の
汀
連

荘
兵

lt.1
は
本
家

香
寺

石

た
め
た
白
へF]
巧
家

宅

っ
r
l'?
し
て
,汀三

菱
毒
草

L/
†(c
t｣
と

し
た

､一

石
昌
石
筆

亨
壱

･
耳
穫

状
嶺

は
丁
二
世
の
亀

子
で
エ
ス
宏

を
薙

ぐ
の

で
市

雪

ぐ
二

刀
耳
予
定
真

打
は

ヒ
戸

の
素
討
宏

､
或

田
ヒ竺
立
道
豪

か
＼r
･の
着

手
で

祈
り
､
モ

(I,tu
j
甥

妻
妾
琴
南
毎
夏

へ
壱

手
に

入
り

㌍

E
l
郡
塞

き
吾
(-=
経
(]
わ
の

未
と
石

上
-
:J
う

つ
C
Tt7J'
リ
B
.･lJ
E
t印

r
JL寿

理

G
J

竺

こ
し
覇
だ

tう
.C=
け
で

泰
L･tノミ
屯

｢/
て
雷

Lj
I郡
11F,
t早
p

{
案

て
幸
子

九
百

=
に
J!.14･7]
高
向
博
f:
有

り
､
ま
た
水
嶺

LH
と
L
!牽

讐
モ
奉

っ
た
と
習
わ
れ
て.,一
の
で
事
ア(JrJI

撃

t(/
5.3･
り
積

等
人
世

っ
ii'山

口
藍

二
ノ
け

'
子
規
n

T
て
虚

子
ヒ

tFf
肇

と

日
.十
サー
だ
『
素
意

檀
絹
と
土
蒜

哀

漂

い
林
-
山

口
冒
モ
野

EJ
碓

空
軍
FLL比
と
と
も

に
Prf
暮

し
て
し
ヰ
</
し
､
七
諌
毒
料
モ
▲J,･i
逢

し

て
し
ま

っ
て
,/
ち
､′
循

け
撃
応

三
等

03
宣

ま
れ

で
あ

ち
か
ら
忠

皿

.苗

空

)
と
は
無

知
し
て

工

･rLl
は
す
二
､J
禿

て′d
二

鳥
享
t.叫
俳
風
か
.I.u
′h

Lr7
も

の
で
布
石
か
不
帽

た
irl
､
挙

守
る
r
LL戸
立

芋
の
京
藷

上
の
俳

人

で
Ti_
苛

=
と
撃

つ
｡
と

い
う

(3
は
苦
梧
潤
は
潅

人
生

･
黄

白
繁

の
新
風

モ
句
帝

に
も
た
ら

土
に
人

望

上
6,7
リ

fLT,.LN
甲
耳
.t
7
'/

喝

村

の
浦

野
鰭
TT
Iに
社
会

刀
矛
盾
二
と
葺
く
叫
.人
言
大
塚

甲
山

が
中
東

.

地
積

で
活
躍

し
.
八
戸

で
モ
書
写
葦

｡
北
村
裏
付
tE.
祖
帝
人
と

し

て
リ

-
ク
ー
＼/
リ
ア
を

と

っ
て
+コ
心
と
写

し
て
俳
原

に
モ
輩
壊
し

て
-三
台
｡
こ
れ

に
た

い
し
て
野
.FJ
杷

町

で
は
善
子

が
中
牝
に
竃

′ノ
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て

輿
石
三
十

二
車
軍

営
鳴
会

が
篭
械

さ
れ
た
の
で
市
看
｡

lに
ド
)
し
､
南
喪
喪

E
l部

の
声

名
株

'/
碑
零
曙
寿

山
代
車
匡
十
㌻

と
い
＼つ

望
J
奉

れ
ば
､

琴
h
ノく
は
円
転

稽
韓
頂
催
堰

で
は
Lh
か

っ

工
†つ
､)
し
､
女

字
透

り
､
僅
貴

､
雫
だ
て

の
人
物

で
､
直

寿

の

ii)

∵
草
野

ヒ
賭

-
七
肯

こ
う
､つL
.J

と
す
れ
甘
町
人
-

女

人

ELの
鷲

手
と

.T.義

蛭
舘
,つ
ま
く
毒

か
〔ノ
仁

｡
で
は
葦
か
予

つ
か

｡
撫
和
事
西

で

≠
墜

ち
の
/庄
直

に
拝
屈

し
言
分

っ
た
剛
達
吉

ii
塑
早
の
旦

那
豪

と

は
蓮
暮
れ
有

L
毛
の
で
信
号
か
7
,,つ
か
｡

常
と
恒
モ
人

物
で

｢
町
誰

｣
亡
名
石
講

じ
て
い
ち
人

調
性

軍

旗

エ

コ
邦
で
寄

石
一.,
野
頂
に
〔ノ
い
て
は
東
中

葛
承
氏
部
･
明
治

一二
十

耳
帝
二

十
重

岡
R/
計

画
ち
と
に
吟
ナこ
得
を

人
ヒ
撃

芥
し
て
く
iL,
≡

､､

で
'.i
j
二
ヨ
曙
､
警

官
の
人

望

U
市

っ
た
ち
､つ
o
L
か
L
二

て
の

+.I.LTr
書
西
巻

T1
'
被
が
肇
芹J,る
賃
人

､
笥
人

で
は
香
い
こ
と

を
物
語

二
し
い
ち
二
′て
丁
二

部

を
あ
け
て
竺

(,I,･ヒ
･
馬
場
厚
確

の

｢
京
約

日
正
論
｣
､
首
席
百
侍

｢
内

碓
葎
富
論

｣

､
黒

問
責
博

｢
蘭
化
所

論

｣
､
盲

管

五
郎

｢
妄

時
論
｣

｢
せ
催
棄

説

｣
､
稲
垣
清
東
部

｢

Tへ
外
賓

｣
､
中
江
兆
民

｢
警

世
覚
書

｣

･
何
礼
士

｢
硫
挿
車
借

｣
t

そ

の
座
席
壇
遭
劫
､
篤
屠
小
帝
大

.
谷
〒
威

考
と

J
ま

冒
す

..(
き

著

者

の
も

の
が
教
箸
<
句

り
､
二
の
国
書

日
華

の
中
に
1､
当
再

の

帯
革
の
発

い
膏

毅
が
＼つ
か
が
わ
れ
ち
ひ

南
面
鍵

田
部
の
毅
葛

と
て

甘
L
で
は
考
か
う

､

つ
か

O

置

商
､
野
村
冶

三
郎
家
切
妻

配
人

､
空

巾
軍

ワ＼
勤
の
子
-

諌

三

1)

拝

n:一声
の
百
由
民
槍

家
､
中

市
轟
大
部

の
事
を
許

か
ら
分
IiS
巨
象

の
子
で
あ

る
が
､
稚
摩
∈

諌

｣
.
野
rFj
用
件
帯
刀
桔
宅
毒

で
下
り

郊
土
史
家

で
市
=
ノ､
町
き

っ
て
の
文
化
人
で
有
っ

L
L
J

｡

珂
這

1::.京

に
零

応
萄
塾

の
嘩
革
覇
宅
出

て
･
社
会

F.:;
動
き
に
集

い
百
石
む
け

て

い
u
j
一
人
ぼ

っ
た
C,

社
会

青

華
蚕
+
I淡

有
能
蔵

は
中
市
謙

三
か

ら
大
正

の
鳴
動
に
社
会

主
寿

の
痕
居

辛
守
ほ
ど
か
れ
tJ
の
竿

と

い

う
O

(

額

瑛

正
大
琵
卑

)
し
か
し
中
市
は
整

hj
に
ひ
と

し
日
生
t,tg

を

お
く

〔′
仁

｡
所
詮

J
す､
佐
山
､ア
マ
プ
ト
は
む
舟
.i
g
TLj
九
の
者
P
J
J

買

滝

三
価

代
議
士

の
末
路

に
声

ij
の
か

も
知
れ
布
目
C
中
市

布

大
部

の
こ
と
モ
声

し
て
.U
tLJ
と

/1
Jr
.が
､
こ
れ

ま
た

一
着

ヱ
辰
請

ヒ
了

て
舞

っ
て
い
写

こ
と

を
.ち
,C-

付

の
有
名
辱
俸

草
会
王
､
櫛

引
弓
人
毛
立

五
=
､
野
村
帝

八
部

家

出
専

S
恩
て
｣
も

つ
J
野
再

に
血
言
う

け
た
苛
襟

で
布

｢
た
b
野

封

密
行
と

櫛
引
nr
人

の
靖
季

i
).む
市
支

琵
人
が

二
頂
貰

｢
て

い
た

こ
と
任
同
部
の
奉
安

で
誘
ち

C/
二
＼｢
Lし
た
〓
と
が
ら
や
市
議

三
は

歳
酌

に
逸

民

/
違
民

の
生

在
宅
き

.r
LLl
の
で
は
な
か

tr
/つ
Fか
｡

子

つ
し
て
≡

｣
に
乾
は
新
時
代
.の
苦

悩
有
賀

襲

っ
て
生
き
た

三

蔵

の
生
き
石
膏
R

る
O
そ

の

一
つ
甘
､
粗
丈

､
中
有

稲
丈
､郡
の
栄

光

は
優

れ
t
青

雲
の
在

を
穏

い
て
上
京

し
､
真

雇

の
東

､
中
足
に

腫
竹

し
尼
中
音

正
右

の
何
で
読
り
､
オ

=
匝
lE
.層

石
琴

っ
仁
立
五

一
蒙

の
覇
壕
萱
胃
の
前

に
苛
て
､
晴
代
の
売

れ
か
ら

後
す

さ
り
し

て
風
寵

に
事
を
任
せ
た
中
音
諌

三
の
生
き
方
で
奉

り
,
牙

三
は
南

薩
摩

田
宵

の
畳

党
た
ち

iE,.臣
ん
を
生

き
方

で
布

石
o

宇
戸
巧
自
由
読
者
家

､
山
田
線

一
毛

､
中
毒

有
夫
鹿

の
子
鳴
ら



手

早

増
し
て
lW_
野
村
と

か
薗
封
と
付
着

万
と
か

の
縁
戚

-
豪

商

∵
垣
毒
手

つ
け
､
客

分
と
し

て
生

活

し

て
い
た

｡
し
か
し
､
両
夜

誓
mJ
郡
刀
子

ど

モ

た
ち
た
け
t
J
茸
は
自

ら
助
く

5

号
の
雲
助

V

と

:.,,.ノ
責

概

.,J
､り
か

､
は
た
ま
た
蕎
山
俳

文
居
士

の
完

の
血

ち
引

I,
I/
二
(7.Lに
.め
S
.
J
他
を
親

ら
す

J
剛
毅

に
百
力

で
空

き
強

い
て

巧

っ
11.一つ

歌
書

で
岩

1
生
命

を
鼻

､り
更
だ
亨

l∵

単

三
に
し
て
も
J

貢
ノ(,/:
音
信
雨
竜

の
間
詞
商
人
と
し

て
富

を
罵

り
J
,実

層
は
宅
丈

ま

で
何

盲
人

と

い
う
′苧
/

豪

等
指
雁
し
た
人

望

ご
雪

空

樺
太

下り

言L
､
菖

写

して
体
を
損
ね

る
よ
う
竜

生
活

付
し
Lrt,け
れ
甘
†

′人
だ

土
ニ
〃
貰

っ
た
と
も

い
､7
二
t
TLLリ
し

け
し
残
ら

日
章

最

にこ
甘
え

す

直
人

て
貢

率
直
を
孝

一水
中

逢

i
;1
し
て
倒

れ
た

｡
回
太
郎

の
壬

亨
一jT
毛
等

甲
既
望

.箇
新

吉
蒋
欄
三
才

丁へnr'

十

三
才

か
ら
環
義

奉

答

と
し
て
妄

言
に
よ
く
kf,
L

､
擢

l止
し

て
-/E,
I-り
モ
人

に
は
長

く
lkで
し
二
琶
竜

の

≡
.IlTLll
に
モ
雷

し
号
.Ji
ハj,た

と

い
､つ
り

こ

)
二
と
は

､

一
面
壬
琵
出
身

の
矩
尊

書

へ
壷

''T/J
に
そ

の
芽
葉

t.‥,建

ち
蓮

車
い
か
に

苦

し
い
モ

の
で
あ
/ち
か

を
よ
く
強
語

っ
て

JJ

了(て
｢
子
弟
モ
日
′
に
萌
電

屯

Ea
部
将
す

ぐ
れ

て
い
E
A
二
つ
､つ
し
､
有

畜
惹
時
人
ノ
箱

樋

も
さ

れ
た
だ
ろ
う

Q
閣
議

の
野

PJ
地
は
表

面
上

､

豪
商
に
安

定
さ

れ
た
轟

G/
甘
言
か.
あ

っ
た
虹

､
そ

の
駐
ヒ

モ
腫

ら

'7.I

...f

'.
A.

､
.･
T

･
ILT呈
上
.i
た

し
LI

.･
T
I.

I.I.)
-
:irL
言

･.I.T
IT

毛

一
章

十と
獲

て
て
充

兼

の
碇
を
L

､
神
戸

で
窮

死

し
た
人
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